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　企業会計は、収益的収支額（税込み）です。
　下水道事業会計は、旧下水道事業、旧農業集落排水事業、
旧コミュニティ・プラント事業の３つの特別会計を包括し、
平成２０年４月１日から公営企業会計となり、初めての決算となっ
ています。 支出が収入を上回っており、差引額は、△５億６，５８３
万円となりますが、これは公営企業化に伴い、減価償却費（７億
６，６８１万円）を計上したことによるものです。 
　なお、資金収支では黒字となっています。

　合併３年目を迎えた平成２０年度も、行財政改革
の「集中改革プラン」を推進するとともに、積極
的な歳入の確保と歳出の効率的な執行および経費
節減を行い、健全な財政運営に努めました。
　一般会計の状況は次のとおりです。
【歳　入】
　主要財源である市税においては、景気悪化に伴う
法人市民税の減額があるものの、個人市民税の増額
に支えられ、市税全体で昨年度に比べて２，８９２万円
の増額となりました。国庫支出金、地方債については、
有線テレビ施設整備事業の完了により、大幅な減額
となっています。また、診療所特別会計の廃止、コ
ミュニティ・プラント特別会計の企業会計への移行
により、使用料および手数料は減額となっています。
【歳　出】
　職員数の減少により人件費は大幅な減額となりま
した。公債費については、コミュニティ・プラント
特別会計の下水道事業会計への移行により減額とな
っています。また、普通建設事業費は、まちづくり交
付金事業「市営高岡団地建替事業」などの新規事業
による増額はあるものの、有線テレビ施設整備事業
の完了により、前年度から大きく減額となっています。

【商工費】商工業や観光事業などの振興の費用
【土木費】道路、公園、市営住宅などの整備や管理の費用
【消防費】消防、救急、災害対策などの費用
【教育費】学校、幼稚園の運営や学校施設の整備など
　　　　の費用
【公債費】道路や下水道などの整備に要した借入金の
　　　　返済費用

【議会費】議会活動の費用
【総務費】全般的な管理事務、徴税、選挙、財務事務、

人件費などの費用
【民生費】生活保護や児童、障害者、高齢者などの福祉の費用
【衛生費】ごみ処理や健診など保健衛生のための費用
【労働費】労働対策などの費用
【農林水産業費】農業などの振興の費用

国民健康保険会計
老人保健会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険保険事業会計
介護保険サービス事業会計

病院事業会計
水道事業会計
下水道事業会計

小　　　計

一　般　会　計

合　　　　　計

会　　計　　別

歳入歳出決算会計別一覧

歳出内訳の用語説明

歳入決算額 歳出決算額

小　　　計

168億　453万円

36億2,657万円
4億3,937万円
3億　668万円

24億3,993万円
8億1,673万円

76億2,929万円

24億9,824万円
13億9,961万円
12億3,544万円
51億3,329万円

295億6,711万円

161億8,761万円

35億7,067万円
4億3,310万円
2億9,592万円

24億　341万円
8億1,613万円

75億1,923万円

24億7,280万円
13億4,634万円
18億　127万円
56億2,041万円

293億2,725万円

平成20年度 決算状況をお知らせします
行財政改革を積極的に推進し、
　一般会計で約5億5,300万円の黒字

財政健全化判断比率

平成20年度の主な事業実績

～地方自治体の財政状況を表す基準です～

加東市の貯金と借金 貯金は約8億円増　、借金は約24億円減　
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【一般会計歳入内訳】

【基金（貯金）】 【地方債（借金）】

残高　63億5,481万円 残高　438億4,869万円
【一般会計歳出内訳】

　地方公共団体は、毎年度、左
の４つの財政健全化判断比率を
公表することが義務付けられて
います。
　各自治体は、この基準により、
「健全段階」「早期健全化段階」
「財政再生段階」の３つに区分
され、早期健全化段階や財政再
生段階になった場合は、それぞ
れのスキームに従って財政健全
化を図ることとなります。
　加東市の一般会計などは、赤
字ではありませんので、「実質
赤字比率」「連結実質赤字比率」
の項目には該当しません。加東
市はすべての指標において「健
全段階」にあります。

一般会計などの実質赤字から財
政運営の深刻度を見る比率です。

公営企業ごとの資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る比率です。

実質赤字
比率　　

資金不足
比率　　

指　　　　　　標

指　　　　　　標

加東市 早期健全
化基準　

加東市 経営健全
化基準　

財政再生
基準　　

－　

－　

１９．８％

８８．１％

１３．１５％

１８．１５％

２５．０％

３５０．０％

－　 ２０．０％

２０．０％

４０．０％

３５．０％

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率　

将来負担
比率　　

すべての会計の実質赤字（また
は資金不足）から財政運営の深
刻度を見る比率です。
市の借金の返済額等の大きさか
ら、資金繰りの危険度を見る比
率です。

市が抱える負債の残高から将来
財政への圧迫度を見る比率です。

（２）公営企業の資金不足比率

（１）健全化判断比率

加東市は健全段階です

　市の借金にあたる地方債の残高は、
全会計で４３８億４，８６９万円となっています。
　前年度に比べ２４億３，８７２万円少なく
なりました。一般会計では、合併特例
債などの新たな地方債の借入れをしま
したが、償還額が上回ったため、６億２５４
万円の減額となっています。
　一方、貯金にあたる基金は、全体で
６３億５，４８１万円となり、前年度に比べ
７億９，３７２万円の増加となりました。そ
のうち、財政調整基金は、３２億３，１９６
万円で、昨年度に比べ４億３，５８３万円の
増加となりました。

歳入合計
168億453万円

市　税
73億5,296万円

地方交付税
29億4,169万円

譲与税・交付金等
13億7,867万円

国庫支出金
9億9,834万円

県支出金
7億2,314万円

市債
13億7,340万円

その他収入
20億3,633万円

歳出合計
161億8,761万円

総務費
27億9,935万円

民生費
41億1,308万円

土木費
25億957万円

消防費
7億2,136万円

教育費
12億4,598万円

公債費
23億608万円

衛生費
14億4,477万円

市　税
73億5,296万円

地方交付税
29億4,169万円

譲与税・交付金等
13億7,867万円

国庫支出金
9億9,834万円

県支出金
7億2,314万円

市債
13億7,340万円

その他収入
20億3,633万円

総務費
27億9,935万円

民生費
41億1,308万円

土木費
25億957万円

消防費
7億2,136万円

教育費
12億4,598万円

公債費
23億608万円

衛生費
14億4,477万円

 議会費　1億6,987万円

商工費　2億2,916万円

労働費　9,255万円

商工費　2億2,916万円

農林水産業費　5億5,584万円

市のマスコットキャラクター作成事業（101万円）
まちづくり活動団体への補助（1,937万円）
有線テレビ施設整備事業（1億2,187万円）
定額給付金給付事業（307万円）
乳幼児医療費給付事業（1億1,830万円）
こんにちは赤ちゃん事業（111万円）
農地・水・環境保全向上対策事業（2,658万円）
ユニバーサル社会づくり事業（2,009万円）
安全な生活道路の整備（8,316万円）
まちづくり交付金を活用した道路・公園・住宅整備（2億531万円）
小・中学校の防犯カメラ設置工事（538万円）
消防施設の整備（1億5,084万円）

▲マスコットキャラクター
　「加東伝の助」

▲有線テレビ施設整備事業
　（デジタル放送に対応するため
　の機器交換）

▲市営高岡団地の建替

一般会計他
176億7,304万円

財政調整基金
32億3,196万円

減債基金
3億7,245万円

福祉基金
8億1,359万円

その他の基金
19億3,681万円

下水道会計
243億3,589万円

水道会計
9億6,287万円

病院会計
8億7,689万円


